
 

令和 2年(2020年)7月 7日 

 

  

第 121号 

令和 2年(2020年) 

7月 7日 

火曜日 

目 次 

条例のあらまし 
○ 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例のあらまし（人事課） 

○ 埼玉県税条例等の一部を改正する条例のあらまし（税務課） 

○ 埼玉県青少年健全育成条例の一部を改正する条例のあらまし（青少年課） 

○ 埼玉県手数料条例の一部を改正する条例のあらまし（畜産安全課） 

○ 上尾都市計画事業伊奈特定土地区画整理事業施行規程を廃止する条例のあらまし（市街
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○ 埼玉県熊谷建築安全センター所長告示第５号中訂正（熊谷建築安全センター） 

 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）

（
人
事
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

令
和
二
年
五
月
十
二
日
付
け
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
の

意
見
に
基
づ
き
、
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
を
措
置
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
処
す
る
た
め
に
緊
急
に
行
わ
れ
た
措
置
に
係
る
業
務
に

つ
い
て
、
防
疫
業
務
手
当
の
特
例
を
措
置 

三 

施
行
期
日
等 

 
 

公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
二
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
適
用 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号
）
（
税
務
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
税
率
の
特
例
措
置
を
延
長

す
る
等
を
行
う
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
に
伴
う
改
正 

 
 

ア 

個
人
県
民
税 

 
 

 

(ア) 

一
定
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
中
止
等
し
た
主
催
者
に
対
し
、
観
客
等
が
入
場
料
等
の
払
戻

請
求
権
を
放
棄
し
た
場
合
は
、
寄
附
金
税
額
控
除
の
対
象
と
す
る
。 

 
 

 

(イ) 

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
特
例
措
置
の
適

用
期
限
を
令
和
十
六
年
度
ま
で
延
長
す
る
。 

 
 

イ 

不
動
産
取
得
税 

 
 

 
 

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
、
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
後
に
耐
震
改
修

を
し
た
住
宅
に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
特
例
措
置
の
適
用
要
件
を
弾
力
化
す
る
。 

 
 

ウ 

自
動
車
税
環
境
性
能
割 

 
 

 
 

自
家
用
の
乗
用
車
を
取
得
し
た
場
合
に
環
境
性
能
割
の
税
率
を
一
％
分
軽
減
す
る
特
例

措
置
の
適
用
期
限
を
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
。 

 

㈡ 

令
和
二
年
度
税
制
改
正
に
伴
う
改
正 

 
 

ア 

個
人
県
民
税 

 
 

 
 

個
人
県
民
税
の
所
得
控
除
及
び
非
課
税
措
置
の
対
象
に
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
を
加
え
る
。 

 
 

イ 

法
人
県
民
税 

 
 

 
 

法
人
県
民
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
公
益
法
人
等
に
、
敷
地
分
割
組
合
を
加
え
る
。 

 
 

ウ 

県
た
ば
こ
税 

 
 

 
 

軽
量
な
葉
巻
た
ば
こ
（
一
ｇ
未
満
）
の
課
税
方
式
を
、
本
数
課
税
に
改
め
る
。 

 
 

エ 

そ
の
他 

 
 

 
 

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
の
整
備
を
行
う
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

二
㈠
イ
及
び
ウ
並
び
に
二
㈡
エ
の
う
ち
個
人
県
民
税
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日 

 
 

二
㈡
ウ
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
、
令
和
三
年
十
月
一
日 

 
 

二
㈠
ア
及
び
㈡
ア
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日 

 
 

二
㈡
エ
の
う
ち
法
人
県
民
税
及
び
法
人
事
業
税
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
四
月

一
日 



 
 

二
㈡
イ
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
五
号
）
（
青

少
年
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

場
所
の
提
供
及
び
周
旋
の
禁
止
に
関
す
る
規
定
の
整
備
を
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

第
二
十
条
第
八
号
中
「
前
条
」
を
「
第
十
九
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

三 

施
行
期
日 

 

公
布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
六
号
）
（
畜
産
安
全
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
規
定
の
整
備 

二 

内
容 

 

㈠ 

現
行 

「
ブ
ル
セ
ラ
病
」 

 
 

 

改
正
後 

「
ブ
ル
セ
ラ
症
」 

 

㈡ 

現
行 

「
結
核
病
」 

 
 

 

改
正
後 

「
結
核
」 

 

㈢ 

現
行 

「
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
」 

 
 

 

改
正
後 

「
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
症
」 

 

㈣ 

現
行
「
家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
感
染
症
」 

 
 

 

改
正
後 

「
家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
」 

 

㈤ 

現
行 

「
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
」 

 
 

 

改
正
後 

「
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
症
」 

 

㈥ 

現
行 

「
ニ
ュ
ー
カ
ツ
ス
ル
病
」 

 
 

 

改
正
後 

「
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
」 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
を
廃
止
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条

例
第
三
十
七
号
）
（
市
街
地
整
備
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了
し
た
た
め
、
こ
の
事
業
の
施
行 

 

規
程
を
廃
止
す
る
も
の 

二 

内
容 

 
 

上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
県
施
行
に 

 

よ
り
事
業
を
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

令
和
二
年
一
月
に
清
算
金
が
完
納
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
事
業
が
終
了
し
た
た
め
、 

 
 

 

施
行
規
程
を
廃
止
す
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
（
県
立
学
校

人
事
課
） 

一 

趣
旨 

新
た
に
県
立
特
別
支
援
学
校
一
校
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
県
立
高
等
学
校
一
校
の
位
置
の

表
示
を
変
更
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

埼
玉
県
立
戸
田
か
け
は
し
高
等
特
別
支
援
学
校
の
設
置 

 

㈡ 

埼
玉
県
立
戸
田
翔
陽
高
等
学
校
の
位
置
の
表
示
を
変
更 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
三
年
四
月
一
日 

 
 

た
だ
し
、
二
㈡
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号
）
（
保
健
体
育
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る 

 

政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
に
対
す
る 

 

休
業
補
償
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
補
償
基
礎
額
及
び
介
護
補
償
の
額
の
改
定
等
を
す
る 

 

た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

補
償
基
礎
額
、
介
護
補
償
の
額
の
改
定
及
び
そ
の
他
規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 

 
 

 



条

例 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
二
年
七
月
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号 

 
 

 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

附
則
第
三
十
三
項
中
「
経
過
措
置
」
を
「
事
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
十
四
項
と
し
、

附
則
第
三
十
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

（
防
疫
業
務
手
当
の
特
例
） 

 
 

職
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平

成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
処
す
る
た
め
、
緊
急
に
行
わ
れ
た

措
置
に
係
る
業
務
で
あ
っ
て
、
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
も
の
と
し
て
委
員
会
規
則
で
定

め
る
業
務
に
従
事
し
た
と
き
は
、
防
疫
業
務
手
当
を
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
業
務

に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
千
円
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の

疑
い
の
あ
る
者
の
身
体
に
接
触
し
て
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
長
時
間
に
わ
た
り
接
し
て
行
う
業
務

そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
委
員
会
規
則
で
定
め
る
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
四
千
円
）
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
四
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
十
三
項
の
規
定
は
、
令
和
二
年

一
月
二
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
条
例
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
前
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
特
殊
勤
務
手
当
は
、
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
る

特
殊
勤
務
手
当
の
内
払
と
み
な
す
。 
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条

例 

埼
玉
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
二
年
七
月
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

（
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
一
条
第
五
項
中
「
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合
」
を
「
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売

却
組
合
及
び
敷
地
分
割
組
合
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
五
イ
の
項
」
を
「
第
二
十
三

条
第
一
項
第
四
号
の
二
イ
の
項
」
に
、
「
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
」
を
「
及
び
第
四
項
」
に

改
め
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「
寡
夫
」
を
「
ひ
と
り
親
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
三
条
中
「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
額
」
を
「
寡
婦
控
除
額
、
ひ
と
り
親
控
除
額
」
に
改

め
る
。 

第
三
十
条
の
三
第
二
項
中
「
、
同
項
第
二
号
の
連
結
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
六
月
の
期
間

若
し
く
は
同
項
第
三
号
の
連
結
法
人
税
額
の
課
税
標
準
の
算
定
期
間
又
は
同
項
第
四
号
」
を
「
若

し
く
は
同
項
第
二
号
の
期
間
又
は
同
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
削
る
。 

第
三
十
条
の
四
中
「
第
四
項
、
第
十
九
項
、
第
二
十
二
項
又
は
第
二
十
三
項
」
を
「
第
三
十

一
項
、
第
三
十
四
項
又
は
第
三
十
五
項
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
一
条
第
二
項
中
「
そ
の
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
六
月
の
期
間
の
末
日
」
を
「
同
項

に
規
定
す
る
六
月
経
過
日
の
前
日
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
又
は
個
別
帰
属
益
金
額
及
び
個
別
帰
属
損
金
額
」
を
削
る
。 

第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
第
三
号
イ
中
「
当
該
連
結
親
法
人
」
を
「
当
該
法
人
又
は
当
該
法

人
と
の
間
に
通
算
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
通
算
法
人
」
に
、
「
各
連
結
事
業
年
度
」
を
「
各
事

業
年
度
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
当
該
連
結
親
法
人
の
当
該
各
連
結
事
業
年
度
の
決
算
」
を
「
当

該
各
事
業
年
度
の
決
算
」
に
、
「
当
該
連
結
法
人
」
を
「
当
該
法
人
又
は
当
該
法
人
と
の
間
に

通
算
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
通
算
法
人
」
に
、
「
当
該
連
結
親
法
人
の
当
該
各
連
結
事
業
年
度

の
連
結
所
得
の
金
額
」
を
「
法
人
税
法
第
二
編
第
一
章
第
一
節
第
十
一
款
第
一
目
の
規
定
そ
の

他
通
算
法
人
に
適
用
さ
れ
る
規
定
に
よ
る
法
人
税
の
所
得
の
金
額
又
は
欠
損
金
額
及
び
法
人
税

の
額
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 



 
 

た
だ
し
、
一
本
当
た
り
の
重
量
が
〇
・
七
グ
ラ
ム
未
満
の
葉
巻
た
ば
こ
の
本
数
の
算
定
に

つ
い
て
は
、
当
該
葉
巻
た
ば
こ
の
一
本
を
も
つ
て
紙
巻
た
ば
こ
の
〇
・
七
本
に
換
算
す
る
も

の
と
す
る
。 

 

附
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
中
「
令
和
二
年
九
月
三
十
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一

日
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
に
対
す
る

不
動
産
取
得
税
の
減
額
等
の
特
例
） 

第
二
十
七
条 

第
三
十
二
条
の
八
第
四
項
に
規
定
す
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
取
得
し
、

当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
耐
震
改

修
に
係
る
契
約
を
施
行
令
で
定
め
る
日
ま
で
に
締
結
し
て
い
る
個
人
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
よ
り
当
該
耐
震
改
修
を
し
て

当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
そ
の
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
そ
の
者
の
居
住
の
用

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
き
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が

さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
耐
震
改
修
を
し
て
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
令
和

四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
と
き
（
当
該
耐
震
基
準
不
適
合

既
存
住
宅
を
当
該
耐
震
改
修
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に

限
る
。
）
は
、
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存

住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
」
と
、
「
行
い
」
と

あ
る
の
は
「
行
い
、
当
該
住
宅
の
当
該
耐
震
改
修
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
」
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
十
二
条
の
九
第
一
項
及
び
第
三
十
二
条

の
十
一
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

          第
二
条 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
十
二
条
の
十

一
の
二
第
二
項 

 

第
三
十
二
条
の
九

第
一
項 

六
月
以
内

０ か
ら
六
月

以
内 

一
年
六
月

以
内
、
同

項
第
二
号

０ 

同
項
の
耐
震
改
修
の
日
後
六
月
以
内
の
日
ま
で 

か
ら
当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存

住
宅
の
耐
震
改
修
の
日
後
六
月
以
内
の
日
ま
で 

当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅

の
耐
震
改
修
（
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
耐
震
改
修
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
日
後
六
月
以
内
の
日
ま
で
、
前
条
第

四
項
第
二
号 

 



第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
〇
・
七
グ
ラ
ム
」
を
「
一
グ
ラ
ム
」
に
、
「
〇
・

七
本
」
を
「
一
本
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
二
十
七
条
を
附
則
第
二
十
九
条
と
し
、
附
則
第
二
十
六
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え

る
。 

 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例
） 

第
二
十
七
条 
法
附
則
第
六
十
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
も
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和

二
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
指
定
行
事
の
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
中
止
等
に
よ
り
生
じ
た
同
項
に
規
定
す
る
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
の
全
部
又
は
一
部
の

放
棄
と
す
る
。 

 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
特
例
） 

第
二
十
八
条 

法
附
則
第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
附
則
第
六
条
の
二
第

二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和
十
五
年
度
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
和
十

六
年
度
」
と
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
元
年
埼
玉
県
条
例
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
の
う
ち
、
埼
玉
県
税
条
例
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
を
削
る
。 

附
則
第
一
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

二 

削
除 

附
則
第
一
項
第
三
号
中
「
附
則
第
十
項
」
を
「
附
則
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
附

則
第
五
項
」
を
「
附
則
第
四
項
」
に
改
め
、
附
則
第
三
項
を
削
り
、
附
則
第
四
項
中
「
附
則
第

六
項
及
び
第
七
項
」
を
「
附
則
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
項
と
し
、

附
則
第
五
項
を
附
則
第
四
項
と
し
、
附
則
第
六
項
か
ら
附
則
第
十
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上

げ
る
。 

（
法
人
の
県
民
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

法
人
の
県
民
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
一
項
中
「
又
は
個
別
帰
属
法
人
税
額
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
に

掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
」
を
「
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
若
し
く
は
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま

で
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
、
又
は
第
三
号
若
し
く
は
第
五
号
に
掲
げ
る
額
を
加
算
し
た
」
に
改

め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
五
十
三
条
第
五
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
三
項
」
に
、
「
控
除
対
象

個
別
帰
属
調
整
額
」
を
「
控
除
対
象
通
算
適
用
前
欠
損
調
整
額
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第

五
十
三
条
第
十
五
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
二
十
六
項
」
に
、
「
控
除
対
象
個
別
帰
属
還
付
税



額
」
を
「
控
除
対
象
還
付
対
象
欠
損
調
整
額
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第

五
号
中
「
第
五
十
三
条
第
十
二
項
第
三
号
」
を
「
第
五
十
三
条
第
二
十
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
第
五
十
三
条
第
十
二
項
第
二
号
」
を
「
第
五
十

三
条
第
二
十
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
第
五
十

三
条
第
十
二
項
第
一
号
」
を
「
第
五
十
三
条
第
二
十
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

七
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
三
条
第
九
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
十
三
項
」
に
、
「
控

除
対
象
個
別
帰
属
税
額
」
を
「
控
除
対
象
通
算
対
象
所
得
調
整
額
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

五 

法
第
五
十
三
条
第
十
七
項
に
定
め
る
加
算
対
象
被
配
賦
欠
損
調
整
額 

六 

法
第
五
十
三
条
第
十
九
項
に
定
め
る
控
除
対
象
配
賦
欠
損
調
整
額 

第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

二 

法
第
五
十
三
条
第
八
項
に
定
め
る
控
除
対
象
合
併
等
前
欠
損
調
整
額 

三 

法
第
五
十
三
条
第
十
一
項
に
定
め
る
加
算
対
象
通
算
対
象
欠
損
調
整
額 

第
三
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
第
二
号
中
「
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
つ
て
納

付
す
る
法
人
」
を
削
り
、
「
こ
れ
ら
の
法
人
の
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
連
結
事
業
年
度
開
始

の
日
か
ら
六
月
」
を
「
当
該
法
人
の
同
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第

三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
個
別
帰
属
法
人
税
額
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と

し
、
同
条
中
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
を
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
四
条
の

七
」
を
「
第
四
条
の
三
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
す
る
。 

 
 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。 

 

一 

第
一
条
中
埼
玉
県
税
条
例
附
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
同
条
例
附
則

に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
三
条
の
規
定 

公
布
の
日 

 

二 

第
一
条
中
埼
玉
県
税
条
例
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
た
だ
し
書
を
加
え
る
改
正
規
定
及

び
附
則
第
八
項
の
規
定 

令
和
二
年
十
月
一
日 

 

三 

第
一
条
中
埼
玉
県
税
条
例
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
十
三
条
の
改
正
規

定
並
び
に
第
二
条
（
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
並
び
に
次
項
の
規
定 

令
和
三

年
一
月
一
日 

 

四 

第
二
条
中
埼
玉
県
税
条
例
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第

九
項
の
規
定 

令
和
三
年
十
月
一
日 

 

五 

第
一
条
（
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
及
び
第

四
条
並
び
に
附
則
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定 

令
和
四
年
四
月
一
日 



 

六 

第
一
条
中
埼
玉
県
税
条
例
第
二
十
一
条
第
五
項
の
改
正
規
定 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適

正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）
の
施
行
の
日 

 

（
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

２ 

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
（
第

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
十
三
条
の
規
定
は
、
令
和
三
年
度
以
後
の
年
度
分
の

個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
二
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

３ 

附
則
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
（
附
則
第
五
項
及
び

第
七
項
に
お
い
て
「
四
年
新
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
中
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
及

び
改
正
後
の
法
人
の
県
民
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行

の
日
（
以
下
「
五
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
（
所
得
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
八
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
七
項
に
お
い
て
「
所

得
税
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
（
所
得
税
法
等
改
正
法
附
則
第
一
条
第
五
号

ロ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十

四
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
四
年
旧
法
人
税
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
十
二

号
の
七
に
規
定
す
る
連
結
子
法
人
（
以
下
「
連
結
子
法
人
」
と
い
う
。
）
の
連
結
親
法
人
事
業

年
度
（
四
年
旧
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
が
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
除
く
。
）
分
の
法
人
の
県
民
税
に

つ
い
て
適
用
す
る
。 

４ 

五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
五
号
施

行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
含
む
。
）
分
の
法
人
の
県
民
税
及
び
五
号
施
行
日
前
に
開
始

し
た
連
結
事
業
年
度
（
四
年
旧
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
事
業
年
度

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人

事
業
年
度
が
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
連
結
事
業
年
度
を
含
む
。
）
分
の
法
人
の
県
民
税
に

つ
い
て
は
、
附
則
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
税
条
例
（
附
則
第

六
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
「
四
年
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
中
法
人
の
県
民
税
に
関
す

る
部
分
及
び
改
正
前
の
法
人
の
県
民
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る
。 

 

（
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

５ 

四
年
新
条
例
の
規
定
中
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分
は
、
五
号
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る

事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度

を
除
く
。
）
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 



６ 

五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
五
号
施

行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
含
む
。
）
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
四
年
旧
条

例
の
規
定
中
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 

７ 

所
得
税
法
等
改
正
法
附
則
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
所
得
税
法
等
改
正
法
第
三
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
法
人
税
法
第
六
十
四
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
た
内
国
法
人
が
五
号
施
行
日
の
属
す
る
連
結
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連

結
親
法
人
事
業
年
度
が
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
連
結
事
業
年
度
を
含
む
。
）
に
お
い
て
四

年
旧
条
例
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
場
合
に
は
、
当
該

内
国
法
人
は
、
当
該
連
結
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日
に
お
い
て
四
年
新
条
例
第
三
十
一
条
の

六
第
一
項
第
三
号
の
提
出
期
限
の
延
長
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 

 

（
県
た
ば
こ
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

８ 

附
則
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
課
し
た
、
又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た

葉
巻
た
ば
こ
に
係
る
県
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

９ 

附
則
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
課
し
た
、
又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た

葉
巻
た
ば
こ
に
係
る
県
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



条

例 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
十
条
第
八
号
中
「
前
条
」
を
「
第
十
九
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
二
年
七
月
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
農
林
部
の
項
第
三
十
一
号
中
「
ブ
ル
セ
ラ
病
」
を
「
ブ
ル
セ
ラ
症
」
に
、
「
結
核
病
」
を

「
結
核
」
に
、
「
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
」
を
「
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
症
」
に
、
「
家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
感

染
症
」
を
「
家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
三
号
中
「
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
」
を

「
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
症
」
に
、
「
ニ
ュ
ー
カ
ツ
ス
ル
病
」
を
「
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

 

上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
を
廃
止
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
七
号 

 
 

 

上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
を
廃
止
す
る
条
例 

 

上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
（
昭
和
六
十
二
年
埼
玉
県
条
例

第
十
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



「
 

 

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心 

番
地
二 

十
三
番
地
一 

埼
玉
県
立
け
や
き
特
別
支
援
学
校 

 

埼
玉
県
立
け
や
き
特
別
支
援
学
校 

埼
玉
県
立
戸
田
か
け
は
し
高
等
特
別
支
援
学
校 

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
一 

戸
田
市
大
字
新
曽
字
稲
荷
千
九 

一
番
地
二 

条

例 

埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
二
年
七
月
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大

野

元

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号 

 
 

 

埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
二
号
の
表
埼
玉
県
立
戸
田
翔
陽
高
等
学
校
の
項
中
「
大
字
新
曾
字
稲
荷
千
九
十
三
番
地
」
を

「
大
字
新
曽
字
稲
荷
千
九
十
三
番
地
一
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
号
の
表
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
の
表
埼
玉
県
立
戸
田

翔
陽
高
等
学
校
の
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

」 

」 

に 

改 

め 

る 

。 

を 

「 



条

例 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る 

 
 

 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例 

（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
二
項
中
「
に
お
け
る
」
を
「
（
附
則
第
一
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
事

故
発
生
日
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
十
六
万
五
千
百
五
十
円
」
を
「
十
六
万
六
千
九
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
七
万
七
百
九
十
円
」
を
「
七
万
二
千
九
百
九
十
円
」
に
改
め
、
同
項

第
三
号
中
「
八
万
二
千
五
百
八
十
円
」
を
「
八
万
三
千
四
百
八
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
五
百
円
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
一
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
百
分
の
五
」
を
「
事
故
発
生
日
等
に
お
け
る
法
定

利
率
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
学
校
医
及
び
学
校
歯
科
医
の
補
償
基
礎
額
の
項
中
「
六
、
一
九
八
円
」
を
「
六
、
二
四
五

円
」
に
、
「
七
、
九
五
五
円
」
を
「
八
、
〇
〇
三
円
」
に
、
「
九
、
五
八
〇
円
」
を
「
九
、
六
〇
八

円
」
に
改
め
、
同
表
学
校
薬
剤
師
の
補
償
基
礎
額
の
項
中
「
五
、
二
二
五
円
」
を
「
五
、
二
六
三

円
」
に
、
「
六
、
二
〇
三
円
」
を
「
六
、
二
四
〇
円
」
に
、
「
六
、
八
八
〇
円
」
を
「
六
、
九
〇
〇

円
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
第
二
条
第
二
項
並
び
に
附
則
第
一
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
令
和 

 

二
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
障
害
補
償
年
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日 

 

前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
障
害
補
償
年
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

改
正
後
の
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由 

 

 

が
生
じ
た
介
護
補
償
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
介
護
補
償
に 

 

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

４ 

改
正
後
の
別
表
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た



公
務
災
害
補
償
並
び
に
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年 

金
及
び
遺
族
補
償
年
金
で
同
日
以
後
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
の
補
償
基
礎
額
に
つ 

い
て
適
用
し
、
そ
の
他
の
公
務
災
害
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ 

る
。 

 



規

則 

 

上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
清
算
金
の
徴
収
及
び
交
付
に
関
す
る
事
務

の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
七
十
二
号 

 
 

 

上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
清
算
金
の
徴
収
及
び
交
付
に
関
す
る

事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則 

 

上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
清
算
金
の
徴
収
及
び
交
付
に
関
す
る
事
務

の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
八
十
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   
 

 



規 
 

則 

 
東
日
本
大
震
災
及
び
東
日
本
大
震
災
以
外
の
原
子
力
災
害
に
対
処
す
る
業
務
に
係
る
特
殊
勤
務

手
当
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

武 

笠 

正 

男 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
三
四 

 
 

 

東
日
本
大
震
災
及
び
東
日
本
大
震
災
以
外
の
原
子
力
災
害
に
対
処
す
る
業
務
に
係
る
特
殊 

 
 

 

勤
務
手
当
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

東
日
本
大
震
災
及
び
東
日
本
大
震
災
以
外
の
原
子
力
災
害
に
対
処
す
る
業
務
に
係
る
特
殊
勤
務

手
当
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
三
九
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

東
日
本
大
震
災
及
び
東
日
本
大
震
災
以
外
の
原
子
力
災
害
等
に
対
処
す
る
業
務
に
係
る
特 

 
 

 

殊
勤
務
手
当
の
特
例
に
関
す
る
規
則 

 

第
一
条
中
「
第
三
十
二
項
」
を
「
第
三
十
三
項
」
に
、
「
及
び
東
日
本
大
震
災
」
を
「
、
東
日

本
大
震
災
」
に
改
め
、
「
原
子
力
災
害
に
対
処
す
る
業
務
に
係
る
特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
」
の
下

に
「
及
び
防
疫
業
務
手
当
の
特
例
」
を
加
え
る
。 

 

第
七
条
中
「
及
び
東
日
本
大
震
災
」
を
「
、
東
日
本
大
震
災
」
に
改
め
、
「
原
子
力
災
害
に
対

処
す
る
業
務
に
係
る
特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
」
の
下
に
「
及
び
防
疫
業
務
手
当
の
特
例
」
を
加
え
、

同
条
を
第
八
条
と
し
、
第
六
条
を
第
七
条
と
し
、
第
四
条
か
ら
第
五
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
四
条 

条
例
附
則
第
三
十
三
項
の
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
も
の
と
し
て
委
員
会
規
則
で 

 

定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。 

 

一 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
者
（
以
下
「
患
者
等
」
と 

 
 

い
う
。
）
に
接
し
て
行
う
診
察
、
検
査
、
治
療
又
は
看
護 

 

二 

患
者
等
の
移
送 

 

三 

患
者
等
が
療
養
す
る
施
設
の
当
該
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
区
域
に
お
い
て 

 
 

行
う
業
務 

 

四 

警
察
職
員
が
行
う
捜
査
、
被
疑
者
の
逮
捕
、
留
置
施
設
に
お
け
る
看
守
、
被
疑
者
（
被
告 

 
 

人
そ
の
他
法
律
に
よ
り
拘
禁
さ
れ
て
い
る
者
を
含
む
。
）
の
護
送
又
は
遺
体
取
扱
作
業
で
あ 

 
 

っ
て
、
そ
の
対
象
が
患
者
等
で
あ
る
業
務 

 

五 

前
四
号
に
掲
げ
る
業
務
に
相
当
す
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
業
務 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
東
日
本
大
震
災
及
び
東
日
本
大
震
災
以
外
の
原
子
力



災
害
等
に
対
処
す
る
業
務
に
係
る
特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
規
定
は
、
令
和
二
年

一
月
二
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 



管

理

規

程 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
八
号 

 
埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
二
年
七
月
七
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

高 

柳 

三 

郎 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
処
す
る
業
務
に
係
る
特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

職
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平 

 

成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル 

 

 

ス
感
染
症
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
処
す
る
た
め
、
緊
急
に
行
わ
れ
た 

 

措
置
に
係
る
業
務
で
あ
っ
て
、
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
も
の
と
し
て
管
理
者
が
定
め
る 

 

業
務
に
従
事
し
た
と
き
は
、
防
疫
業
務
手
当
を
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
業
務
に
従 

 

事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
千
円
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の
疑
い 

 

の
あ
る
者
の
身
体
に
接
触
し
て
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
長
時
間
に
わ
た
り
接
し
て
行
う
業
務
そ
の 

 

他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
管
理
者
が
定
め
る
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
千 

 

円
）
と
す
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
附
則
第
十
二 

項
の
規
定
は
、
令
和
二
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。 
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管

理

規

程 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
八
号 

 
埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
二
年
七
月
七
日 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

岩 

中 
 

 

督 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

附
則
第
十
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

（
防
疫
業
務
手
当
の
特
例
） 

 

職
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平

成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
処
す
る
た
め
、
緊
急
に
行
わ
れ
た

措
置
に
係
る
業
務
で
あ
っ
て
、
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
も
の
と
し
て
別
に
定
め
る
業
務

に
従
事
し
た
と
き
は
、
防
疫
業
務
手
当
を
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
業
務
に
従
事
し

た
日
一
日
に
つ
き
三
千
円
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の
疑
い
の
あ

る
者
の
身
体
に
接
触
し
て
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
長
時
間
に
わ
た
り
接
し
て
行
う
業
務
そ
の
他
こ

れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
別
に
定
め
る
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
千
円
）
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。 

 

埼
玉
県
病
院
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
程
（
令
和
二
年
埼
玉
県
病
院
事
業

管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

附
則
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

（
防
疫
業
務
手
当
の
特
例
に
相
当
す
る
報
酬
） 

８ 

会
計
年
度
任
用
職
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
処
す
る
た
め
、

緊
急
に
行
わ
れ
た
措
置
に
係
る
業
務
で
あ
っ
て
、
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
も
の
と
し
て

別
に
定
め
る
業
務
に
従
事
し
た
と
き
は
、
防
疫
業
務
手
当
の
特
例
に
相
当
す
る
報
酬
を
支
給
す

る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
千
円
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
者
の
身
体
に
接
触
し
て
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
長

時
間
に
わ
た
り
接
し
て
行
う
業
務
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
別
に
定
め
る
業
務
に
従

事
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
千
円
）
と
す
る
。 

附 

則 

１ 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
（
次
項

12 



に
お
い
て
「
改
正
後
の
給
与
規
程
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
二
項
の
規
定
は
令
和
二
年
一
月
二

十
八
日
か
ら
、
改
正
後
の
埼
玉
県
病
院
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
程
附
則

第
八
項
の
規
定
は
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
給
与
規
程
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
前
の
埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与

規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
特
殊
勤
務
手
当
は
、
改
正
後
の
給
与
規
程
の
規
定
に
よ

る
特
殊
勤
務
手
当
の
内
払
と
み
な
す
。 

 



管

理

規

程 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
六
号 

 
埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
二
年
七
月
七
日 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者 

今 

成 

貞 

昭 

 
 

 

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
給
与
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
処
す
る
業
務
に
係
る
特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
） 

 
 

職
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平

成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
処
す
る
た
め
、
緊
急
に
行
わ
れ
た

措
置
に
係
る
業
務
で
あ
っ
て
、
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
も
の
と
し
て
管
理
者
が
定
め
る

業
務
に
従
事
し
た
と
き
は
、
防
疫
業
務
手
当
を
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
業
務
に
従

事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
千
円
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の
疑
い

の
あ
る
者
の
身
体
に
接
触
し
て
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
長
時
間
に
わ
た
り
接
し
て
行
う
業
務
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
管
理
者
が
定
め
る
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
千

円
）
と
す
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
給
与
規
程
附
則
第

十
五
項
の
規
定
は
、
令
和
二
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。 
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告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
四
十
八
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
二
年
七
月
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

  
 



１ 購入等件名及び数量 

  埼玉県中小企業・個人事業主支援金支給業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県産業労働部産業労働政策課企画調査担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂

３丁目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  令和２年５月１日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  トランス・コスモス株式会社 東京都渋谷区渋谷３丁目25番18号 

５ 契約金額 

  198,466,730円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方自治法施行令第167条の２第１項第５号に該当 

 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
四
十
九
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
二
年
七
月
二
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

西
吉
見
南
部
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

比
企
郡
吉
見
町 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
五
十
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
二
年
七
月
二
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

矢
来
用
水
堰
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

東
松
山
市 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
五
十
一
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
二
年
七
月
二
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

唐
子
南
部
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

東
松
山
市 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
五
十
二
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
横
瀬
町
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

横
瀬
町 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

横
瀬
町
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
二
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
二
十
六
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
五
十
三
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
志
木
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

志
木
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

志
木
市
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
五
十
四
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
所
沢
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

所
沢
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
都
市
計
画
基
本
図
作
成
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

所
沢
市
の
一
部 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
二
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
十
九
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
五
十
五
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
神
川
町
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

神
川
町 

二 

作
業
種
類 

 
 

二
級
基
準
点
（
移
設
一
点
） 

 
 

三
級
基
準
点
（
移
設
一
点
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

児
玉
郡
神
川
町
大
字
植
竹
、
関
口
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
二
年
七
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
九
月
三
十
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
五
十
六
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
皆
野
町
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

皆
野
町 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
、
写
真
地
図
作
成
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

皆
野
町
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
二
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
五
十
七
号 

 
上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
保
留
地
処
分
規
程
を
廃
止
す
る
告
示
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 

上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
保
留
地
処
分
規
程
を
廃
止
す
る
告
示 

 

上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
保
留
地
処
分
規
程
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県

告
示
第
八
百
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
五
十
八
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

                           

埼

玉

県

知

事

第

八

号 

指

定

番

号 

株

式

会

社

建
築
構
造
セ

ン

タ

ー 

名

称 

東
京
都
新
宿
区

新
宿
一
丁
目
八

番

一
号 

変
更
後
の
住
所 

東
京
都
新
宿
区

新
宿
一
丁
目
八

番

一

号 

変
更
後
の
構
造

計
算
適
合
性
判

定
の
業
務
を
行

う
事
務
所
の
所

在
地 

平
成
二
十
六
年

五
月
二
十
六
日 

住
所
及
び
事
務

所
の
所
在
地
の

変
更
日 

 

埼
玉

県
知

事
第

七
号

 
 

委
任

番
号 

株
式
会
社

建
築
構
造

セ
ン
タ
ー 

指
定
構
造

計
算
適
合

性
判
定
機

関
の
名
称 

構
造
計
算

適
合
性
判

定
の
業
務

を
行
う
事

務
所
の
所

在
地 

変
更
事
項 

本
社 

東
京
都

新
宿
区
新
宿
一

丁
目
八
番
一
号 

 

東
北
事
務
所 

宮
城
県
仙
台
市

青
葉
区
本
町
二

丁
目
十
番
二
十

八
号 

 

福
島
事
務
所 

福
島
県
郡
山
市

中
町
十
一
番
五

号 

 

群
馬
事
務
所 

群
馬
県
高
崎
市

八
島
町
二
百
六

十
二
番
地 

 

埼
玉
事
務
所 

変

更

前 

本
社 

東
京
都

新
宿
区
新
宿
一

丁
目
八
番
一
号 

 

東
北
事
務
所 

宮
城
県
仙
台
市

青
葉
区
本
町
二

丁
目
十
番
二
十

八
号 

 

福
島
事
務
所 

福
島
県
郡
山
市

中
町
十
一
番
五

号 

 

群
馬
事
務
所 

群
馬
県
高
崎
市

八
島
町
二
百
六

十
二
番
地 

 

埼
玉
事
務
所 

変

更

後 

令
和
二
年
七

月
十
三
日 

変
更
年
月
日 

 



                                  

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
高

砂
二
丁
目
二
番

三
号 

 

千
葉
事
務
所 

千
葉
県
船
橋
市

飾
町
二
丁
目

四
百
二
番
三
号 

 
神
奈
川
事
務
所 

 

神
奈
川
県
横

浜
市
西
区
北
幸

二
丁
目
三
番
十

九
号 

 

長
野
事
務
所 

長
野
県
長
野
市

南
県
町
千
八
十

二
番
地 

 

愛
知
事
務
所 

愛
知
県
名
古
屋

市
中
区
栄
四
丁

目
十
四
番
二
号 

 

三
重
事
務
所 

三
重
県
四
日
市

市
浜
田
町
十
二

番
十
八
号 

 

山
陰
事
務
所 

島
根
県
松
江
市 

埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
高

砂
二
丁
目
二
番

三
号 

 

千
葉
事
務
所 

千
葉
県
船
橋
市

飾
町
二
丁
目

四
百
二
番
三
号 

 

神
奈
川
事
務
所 

 

神
奈
川
県
横

浜
市
西
区
高
島

二
丁
目
十
二
番

六
号 

 

長
野
事
務
所 

長
野
県
長
野
市

南
県
町
千
八
十

二
番
地 

 

愛
知
事
務
所 

愛
知
県
名
古
屋

市
中
区
栄
四
丁

目
十
四
番
二
号 

 

三
重
事
務
所 

三
重
県
四
日
市

市
浜
田
町
十
二

番
十
八
号 

 

山
陰
事
務
所 

島
根
県
松
江
市 

 

 



                                  

 
 

 

中
原
町
六
番
地 

 

岡
山
事
務
所 

岡
山
県
岡
山
市

北
区
内
山
下
一

丁
目
三
番
十
九

号 

 

広
島
事
務
所 

広
島
県
広
島
市

中
区
八
丁
堀
十

五
番
六
号 

 

香
川
事
務
所 

香
川
県
高
松
市

亀
井
町
二
番
地

一 

 

愛
媛
事
務
所 

愛
媛
県
松
山
市

三
番
町
七
丁
目

十
三
番
十
三
号 

 

福
岡
事
務
所 

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
御
供
所

町
一
番
一
号 

 

佐
賀
事
務
所 

佐
賀
県
佐
賀
市

駅
前
中
央
一
丁

目
五
番
十
号 

中
原
町
六
番
地 

 

岡
山
事
務
所 

岡
山
県
岡
山
市

北
区
内
山
下
一

丁
目
三
番
十
九

号 

 

広
島
事
務
所 

広
島
県
広
島
市

中
区
八
丁
堀
十

五
番
六
号 

 

香
川
事
務
所 

香
川
県
高
松
市

亀
井
町
二
番
地

一 

 

愛
媛
事
務
所 

愛
媛
県
松
山
市

三
番
町
七
丁
目

十
三
番
十
三
号 

 

福
岡
事
務
所 

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
御
供
所

町
一
番
一
号 

 

佐
賀
事
務
所 

佐
賀
県
佐
賀
市

駅
前
中
央
一
丁

目
五
番
十
号 

 

 



                          

 
 

 

長
崎
事
務
所 

長
崎
県
長
崎
市

万
才
町
三
番
四

号 

 

鹿
児
島
事
務
所 

 

鹿
児
島
県
鹿

児
島
市
西
千
石

町
十
一
番
二
十

一
号 

 

沖
縄
事
務
所 

沖
縄
県
浦
添
市

牧
港
五
丁
目
六

番
八
号 

長
崎
事
務
所 

長
崎
県
長
崎
市

万
才
町
三
番
四

号 

 

鹿
児
島
事
務
所 

 

鹿
児
島
県
鹿

児
島
市
西
千
石

町
十
一
番
二
十

一
号 

 

沖
縄
事
務
所 

沖
縄
県
浦
添
市

牧
港
五
丁
目
六

番
八
号 

 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
五
十
九
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 



１ 購入等件名及び予定数量 

  別所沼倉庫ほか258施設で使用する電気（低圧電力） 予定使用電力量2,542,503

キロワット時 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県警察本部総務部財務局会計課調度係 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁

目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和２年３月18日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社エネット 東京都港区芝公園２丁目６番３号 

５ 落札金額 

  61,284,316円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和２年２月４日 

 

 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
九
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
七
月
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
及

び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

哲 

也 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

ふ
じ
み
野
朝
霞
線 

三 

道
路
の
区
域 



 
新 旧 

旧
新
別 

富
士
見
市
鶴
馬
二
丁
目
三
〇
七
四
番

一
〇
地
先
か
ら
同
市
鶴
馬
二
丁
目
三

〇
七
四
番
九
地
先
ま
で 

区 
 

 

間 

一
二
・
二
三
～ 

二
一
・
五
八 

九
・
七
一
～ 

 
 

 

一
六
・
七
九 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

三
二
・
二
二 

延 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

交
差
点
改
良
工
事
に
よ

る 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
六
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

令
和
二
年
七
月
七
日 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

松 

井 

直 

行 

一 

許
可
番
号 

 
 

令
和
元
年
十
一
月
二
十
八
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
三
〇
〇
〇
〇
六
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

令
和
二
年
七
月
三
日 

 
 

川
建
セ
第
〇
二
〇
〇
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
大
字
泉
井
字
正
南
三
百
十
七
番
三
、
三
百
十
八
番
一
の
各
一
部 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
大
字
大
豆
戸
百
八
十
四
番
地
十
六 

 
 

鳩
山
町
長 

小
峰 

孝
雄 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
十
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

令
和
二
年
七
月
七
日 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

志 

村 
 

 

宏 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
〇
一
〇
一
九
二
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

令
和
二
年
七
月
二
日 

 
 

越
建
セ
第
一
一
九
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
大
字
国
納
字
丸
屋
百
番
三
、
百
番
五
、
百
番
七 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
久
喜
市
古
久
喜
九
百
二
十
八
番
地
十
八 

ｅ
‐
ｌ
ａ
ｂ
ｏ
一
〇
二
号
室 

 
 

安
部 

佑
利
子 



正

誤 

 
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
号
（
令
和
二
年
六
月
三
十
日
第
百
十
九
号
）
中

訂
正 

 

ペ
ー
ジ 

 

表
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

行 

二 
 

 
 

指
定
に
係
る
道
路
の
位
置 

 

二 

 

誤 埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
大
字
七
本
木
字
三
軒
西
前
千
八
百
十
三
番
六
、
千
八
百
十
三
番
一 

 

正 埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
大
字
七
本
木
字
三
軒
西
前
千
八
百
十
三
番
六
、
千
八
百
十
六
番
一 
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